

激しい雨粒が窓に当たっては潰れて流れてゆく。窓が少し溶けているようにすら見える。かなりの大雨だ。風は、木々の緑の葉を引きちぎりながら吹きすさび、ヒューヒューと私の嫌いな音を鳴らしている。
今日は、彼がうちに来る予定だったが、ここまで雨風が強いと、来てもらうのも気が引ける。中止にした方が、彼のためだろう。
『今日は天気がひどいから、来なくていいよ。また、今度にしようか？』 

そうメッセージをスマホに打ち込んだ。でも、蓋をして押し込んでいた、会いたいという強い気持ちが、むくむくと頭をもたげてきて、送信ボタンをなかなか押させてくれない。
「はぁ…。」
私は、小さくため息をついた。この大雨が打ちつける小さなアパートで、彼と二人で過ごせるというのは、すごく素敵なことなのではないか、と思えてくる。ちょっとした非日常体験。おどろおどろしい天候の下で、一人ぼっちでいるのは不安なだけで何も楽しくない。しかし、大好きな人と二人でいれば、その不穏な天気は、絆を深める最高の材料になるのだ。自分を悪い女だなと、思うしかなかった。どんどん朝方より天気は悪くなっている。これから、もっと崩れるだろう。
あと２時間で約束の時間だ。今なら変更できる。この嵐で相鉄線がストップしたらそれこそ大変だ。なぜなら、今夜、彼は夜勤だから。簡単にシフトに穴が空けられないのは、事情を聞いているから私も十分わかっている。
「よし…。」
私は小さくつぶやき、気を引き締めて、彼にさっき書いたメッセージを送ることにした。送信ボタンを押すと、ああ…送ってしまった、と、後悔に似た気持ちを覚えた。彼は、今日は来ないかもしれない、そう思った。
お互い忙しくて、２週間以上会えていなかった。今日を、ずっとずっと私は楽しみにしていた。ＤＶＤを見ながら、手料理をのんびり二人で食べるだけのささやかな休日を、私は全身から欲していたことに気づいた。彼がやっぱり大好きなんだと、こんな時に、いや、こんな時だからこそ、気づけたんだろうと思った。彼は、『いや、行くよ。』と、返事をくれるだろうか。『夜勤もあるから、じゃ今度にしようか。』と、さらりと返してくるだろうか。横浜から海老名は、近くて、そして、遠い。窓には、灰色に霞む景色がぼんやりと広がる。遠くに相鉄線がゆっくり走っているのが見える。
電車は、まだ動いているんだ。ぼそっと、心の中でつぶやく。彼に会いたい、おかしいくらいに、彼を欲していた。狭い玄関に、大きな彼の黒い靴と、小さな私のベージュの靴が並ぶ休日だったはずなのに。悶々と返事を待つこの思いに、雨音が重く覆いかぶさる。
ピンポーン。
 ドアベル音に、体がびくっと反応する。一昨日、通販の商品を注文したことを思い出した。ワンピースを買ったのだ。もちろん、彼にかわいく見られたくて。彼に振り回されているのかもしれないけれど、振り回されることがとても嬉しくて楽しい。気を取り直して、インターホンに出た。
「はい。」 

「あ、俺。」
「え！？」
彼の声だ！

「ごめん、大雨だから、早く出たんだけど、早く着きすぎちゃって。悪かったかな…。」
 スマホばかり見ていて、まさか玄関から答えが来るとは思っていなかった。これを、嬉しい誤算といわなくてなんと言おう！
「あ、今開ける！ちょっと待ってて！」
ふかふかのタオルを引き出しから急いで引っぱり出し、狭いワンルームの中、慌てて玄関に走る。きっと、彼はびしょ濡れだろう。足の小指をドアの角にぶつけて、激痛が走る。涙が滲む。ものすごく痛いのに、どうしても顔が緩んでしまう。今、玄関を開けたら、このおかしな泣いて笑っている私の表情をみて、彼はきっと、目を細くして優しく笑ってくれるはずだ。
玄関を開けようとしたその時、はたと気がついた。まだ化粧をしていないし、服もくたびれた毛玉だらけの部屋着のまま、髪なんていつにも増して輪をかけてボサボサだった。私はどうすればいいのかと、一瞬、おろおろしたが、こう思い直した。今日は、こういう私を見てもらう、神様がくれたチャンスなのかもしれないと。素の私を彼に見せて、また一歩お互い近づける日なんだ、きっと。嵐の中の飾っていない素の私を、彼はきっと大きな腕で抱きしめてくれる。メイクとか、服とか、髪とか、全然ダメでも。
窓に目をやると、雨の向こうで相鉄線が霞の中を進んでいる。この嵐の中、電車が動いていたことも運命。私は、髪だけ簡単に結い直し、すぐに玄関を開けた。彼の胸へ飛び込むのは、５秒後だ。（完）


